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量子情報通信、3D-LIDAR、バイオイメージング等への応用を念頭に、優れた単一光子検出特性

を備えた超伝導ナノワイヤ単一光子検出器（SSPD）を多数配列した SSPDイメージングシステム

の開発が注目されている。SSPDイメージングシステムの開発における課題は熱流入を抑えるため

の信号線数の削減にある。我々は、2N読出し構造と単一磁束量子（SFQ）回路を用いた極低温信

号エンコーダという 2 種類の信号多重化技術を組み込んだ大規模ピクセル SSPD イメージングシ

ステムの開発を進めている。前回の講演では、2N読出し型 SSPDイメージングアレイの作製と部

分的に動作させたピクセルの光応答について報告した[1]。しかし、全てのピクセルの同時動作と

冷凍機内部での SFQ回路との接続、および将来的なモノリシック化に向けては、単一の信号線で

バイアス電流を供給するための並列バイアス回路や負出力側の電流引き込み用インダクタ回路の

冷凍機内部への実装が求められる。今回我々は、メアンダ型超伝導インダクタで構成される並列

バイアス回路と電流引き込み用インダクタ回路を作製し、それらを実装した 4×4 = 16ピクセル

SSPDイメージングアレイの同時動作に成功したので報告する。 

図 1にパッケージングされた素子の写真を示す。SSPDアレイ、並列バイアス回路、インダクタ

回路は専用のPCB基板を介して接続され、パッケージングされて冷凍機ステージ上に実装される。

図 2に代表的なピクセルからの光応答出力波形を示す。今回、波長 1550 nmの光子の入射に対し

て同時動作させた 16ピクセル全てから光応答出力を得ることに成功した。詳細は講演で報告する。 

[1] 藪野 正裕 他, 第 78回応用物理学会秋季学術講演会, 7a-S43-6.  
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Fig. 1 Photograph of fabricated devices. Fig. 2 Output signal from a pixel. 
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